
昨
年
の
選
挙
で
、
前
回
「
辺
野

古
移
設
反
対
」
と
い
っ
て
当
選
し

た
自
民
党
議
員
や
前
知
事
が
公
約

を
裏
切
り
賛
成
し
た
こ
と
に
県
民

の
強
い
怒
り
が
結
集
。
超
党
派
で

大
同
団
結
し
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
が

つ
く
ら
れ
勝
利
し
た
。

こ
の
経
験
を
活
か
し
、
国
政
で

も
安
倍
暴
走
政
権
を
ス
ト
ッ
プ
さ

せ
る
た
め
、
少
数
野
党
が
連
帯
す

る
こ
と
へ
の
期
待
を
述
べ
ま
し
た
。

「
集
団
的
自
衛
権
」
の
本
質
は
、

日
本
が
攻
撃
さ
れ
て
い
な
い
の
に

ア
メ
リ
カ
の
戦
争
に
参
加
す
る
こ

と
で
、
殺
し
殺
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

沖
縄
で
、
１
９
６
５
年
の
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
時
に
、
米
軍
の
爆
撃
機

が
沖
縄
の
基
地
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
で

爆
弾
の
投
下
や
枯
葉
剤
を
撒
い
て
、

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
は
「
悪
魔
の
島
」

と
呼
ば
れ
、
県
民
は
「
平
和
憲
法

の
も
と
に
戻
り
た
い
」
と
叫
び
ま

し
た
。
日
本
を
「
悪
魔
の
島
」
に

し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

最
後
に
、
メ
デ
ィ
ア
へ
の
安
倍

政
権
の
介
入
に
つ
い
て
、
報
道
の

自
由
、
言
論
の
自
由
も
奪
わ
れ
た

ら
、
そ
の
先
は
戦
争
で
す
。
琉
球

新
報
は
「
戦
争
の
た
め
に
ペ
ン
を

と
ら
な
い
」
こ
と
を
守
り
続
け
る

決
意
で
す
。

大
島
６
丁
目
在
住
で
、
東
京
大

空
襲
訴
訟
原
告
の
佐
久
間
さ
ん

「
19
歳
で
軍
隊
に
志
願
し
て
中

国
に
わ
た
り
、
上
官
か
ら
度
胸
だ

め
し
に
中
国
人
を
突
き
殺
せ
と
命

令
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
70
年
間
、

誰
に
も
話
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
戦

争
は
ひ
ど
い
も
の
で
す
」

吉
沢
江
東
診
療
所
長

「
戦
争
は
福
祉
・
医
療
の
予
算

も
削
る
。
今
の
安
倍
政
治
を
変
え

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
廃
案
へ
野

党
の
結
束
は
大
事
。
創
意
工
夫
し

て
た
た
か
お
う
」

出
版
社
勤
務
の
森
さ
ん
は
、
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
な
ど
に
反
対
す
る

立
場
か
ら
発
言
。

「
70
年
間
も
誰
一
人
他
国
の
人

を
戦
争
で
殺
さ
な
か
っ
た
。
こ
れ

は
日
本
の
誇
る
べ
き
憲
法
９
条
の

ブ
ラ
ン
ド
力
で
す
。
壊
し
て
は
な

ら
な
い
。
戦
後
１
０
０
年
へ
続
け

よ
う
」

東
部
法
律
事
務
所
の
杉
田
弁
護
士

「
事
務
所
は
50
年
間
、
平
和
憲

法
を
守
る
と
い
う
基
本
理
念
で
活

動
を
続
け
て
き
た
。
軍
事
力
は
抑

止
力
に
な
ら
な
い
。
戦
争
法
反
対

の
つ
ど
い
こ
そ
、
戦
争
を
さ
せ
な

い
道
に
つ
な
が
る
」

９
月
６
日
、
区
民
要
求
江
東
実

行
委
員
会
は
、
南
砂
２
丁
目
団
地

で
「
憲
法
９
条
守
る
団
地
署
名
・

パ
ー
ト
８
」
を
取
り
組
み
11
団
体

38
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
戦
争
は
や
っ
て
は
い
け
な
い
」

と
い
う
声
な
ど
、
２
３
０
世
帯
か

ら
署
名
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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９

月

５
日

、

戦

争

法

案
の

廃

案

を

め

ざ
す

大

島

地

域

の
住

民

た

ち

が

、

総

合

区

民

セ

ン

タ

ー

で

「

戦

争

法

案

に

反

対

す

る

大

島

の

会

」

の

結

成

集

会

を

開

き

ま

し

た

。

琉

球

新

報

東

京

支

社

報

道

部

長

の

島

洋

子

さ

ん

が

講

演

、

95
名

が

参

加

し
ま

し

た

。

４
人
が
リ
レ
ー
ト
ー
ク

栃
木
や
茨
城
な
ど
に
、
川

の
氾
濫
で
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
記
録
的
な
大

雨
。
そ
の
後
は
一
気
に
秋

め
い
て
、
連
休
に
は
晴
天

が
続
き
ま
す
▼
19
日
未
明
、
戦
後

最
悪
の
「
戦
争
法
案
」
成
立
を
暴

力
的
に
強
行
す
る
自
・
公
な
ど
と
、

あ
ら
ゆ
る
手
段
で
阻
止
す
る
た
め

に
結
束
し
た
野
党
と
の
攻
防
が
、

廃
案
を
叫
ぶ
多
く
の
国
民
の
目
前

で
行
わ
れ
ま
し
た
▼
直
前
に
開
催

さ
れ
た
中
央
公
聴
会
で
松
井
名
古

屋
大
名
誉
教
授
は
集
団
的
自
衛
権

と
は
先
進
国
の
海
外
で
の
権
益
を

守
る
た
め
に
考
え
だ
さ
れ
た
も
の

と
意
見
陳
述
。
日
本
は
、
84
年
前

の
９
月
18
日
（
柳
条
湖
事
件
）
に

「
満
蒙
は
生
命
線
」
と
し
て
関
東

軍
が
「
自
衛
権
」
を
発
動
し
、
あ

の
悲
惨
な
15
年
戦
争
に
突
入
し
ま

し
た
▼
い
ま
、
ア
メ
リ
カ
と
集
団

的
自
衛
権
行
使
を
す
す
め
る
こ
の

法
案
と
の
た
た
か
い
は
、
国
会
で

の
多
数
決
に
よ
る
成
立
を
も
っ
て

終
息
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

主
権
者
と
し
て
国
民
が
、
憲
法
に

違
反
す
る
い
か
な
る
暴
挙
を
あ
く

ま
で
も
追
及
す
る
、
「
不
断
の
努

力
に
よ
っ
て
」
真
の
民
主
主
義
を

守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
▼
江
東
区
で
は
短
時
日
の
う

ち
に
、
個
人
有
志
が
自
発
的
に
参

画
す
る
戦
争
法
案
ぶ
っ
潰
せ
江
東

行
動
実
行
委
員
会
を
は
じ
め
、

「
砂
町
の
会
」
や
「
大
島
の
会
」

が
組
織
さ
れ
、
精
力
的
に
学
習
会

や
署
名
、
宣
伝
活
動
に
取
り
組
み
、

空
前
の
集
会
・
パ
レ
ー
ド
も
成
功

さ
せ
ま
し
た
。
70
年
続
い
た
戦
後

の
日
本
を
、
再
び
戦
前
に
戻
さ
な

い
た
め
に
、
日
本
共
産
党
は
19
日
、

戦
争
法
廃
止
の
国
民
連
合
政
府
実

現
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

区
議
会
第
３
回
定
例
会
が
９
月

15
日
か
ら
始
ま
り
、
共
産
党
区
議

団
は
「
26
年
度
決
算
」
審
議
を
は

じ
め
、
憲
法
違
反
の
「
戦
争
法
案
」

の
廃
案
、
中
小
企
業
振
興
、
介
護

保
険
の
改
善
な
ど
、
区
民
生
活
を

守
る
行
政
の
役
割
を
求
め
て
い
ま

す
。羽

田
空
港
拡
張
に
伴
っ
て
飛
行

経
路
が
変
更
さ
れ
、
区
民
の
不
安

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

は
菅
谷
俊
一
議
員
が
本
会
議
で
質

問
し
ま
し
た
。

計
画
に
よ
れ
ば
、
年
間
６
割
を

占
め
る
北
風
時
に
羽
田
空
港
を
離

陸
す
る
飛
行
機
が
荒
川
上
空
を
飛

行
。
午
前
６
時
か
ら
10
時
半
ま
で

は
２
〜
３
分
に
１
機
が
通
過
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
そ
の
騒
音
は

70
デ
シ
ベ
ル
以
上
、
国
の
基
準
で

も
防
音
対
策
が
必
要
な
レ
ベ
ル
に

な
り
ま
す
。

住
宅
地
上
空
の
飛
行
は
航
空
機

事
故
の
不
安
も
広
が
り
ま
す
。
騒

音
状
況
を
確
認
す
る
「
試
験
飛
行
」

を
求
め
る
声
に
対
し
、
国
は
「
現

行
の
運
行
が
非
常
に
過
密
な
状
況
」

で
あ
り
、
「
試
験
飛
行
は
困
難
」

と
答
え
て
い
ま
す
。
安
値
競
争
に

よ
り
機
体
整
備
が
不
十
分
に
な
っ

て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
り
、
さ
ら

な
る
過
密
化
は
事
故
増
加
の
不
安

を
増
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

区
議
団
は
今
回
の
飛
行
経
路
の

変
更
が
住
民
に
は
耐
え
難
い
騒
音

被
害
と
事
故
不
安
を
増
大
さ
せ
る

も
の
で
あ
り
、
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
に
対
応
す
る
」
と
の
口
実
に

東
京
の
一
極
集
中
を
加
速
し
、
更

な
る
大
開
発
を
す
す
め
る
路
線
上

の
も
の
と
し
て
、
計
画
の
中
止
要

請
を
国
に
対
し
行
う
よ
う
区
の
対

応
を
求
め
て
い
ま
す
。

【
第
３
回
定
例
会
】

安
全
軽
視
の
飛
行
経
路
変
更
計
画
中
止
を

今
で
も
過
密
な
羽
田
空
港

耐
え
難
い
騒
音
被
害

安
全
軽
視
の
飛
行
経
路

変
更
は
や
め
よ

９
月
12
日
、
「
戦
争
法
案
に
反

対
す
る
砂
町
の
会
」
は
、
東
砂
２

丁
目
公
園
か
ら
南
砂
３
丁
目
公
園

ま
で
「
戦
争
法
案
」
阻
止
の
砂
町

パ
レ
ー
ド
を
お
こ
な
い
、
１
５
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

出
発
前
の
集
会
に
は
、
呼
び
か

け
人
で
医
師
の
赤
羽
根
巌
さ
ん
か

ら
「
自
衛
隊
が
海
外
で
戦
争
で
き

る
法
案
が
通
る
こ
と
は
非
常
に
危

険
で
す
。
何
と
し
て
も
阻
止
し
ま

し
ょ
う
」
と
メ
ッ
セ
―
ジ
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
「
砂
町
の
会
」
を

代
表
し
て
佐
藤
正
広
・
元
小
学
校

長
が
「
戦
争
法
案
」
阻
止
の
運
動

を
広
げ
廃
案
に
し
よ
う
と
開
会
の

挨
拶
。
「
戦
争
法
案
ぶ
っ
潰
せ
江

東
行
動
」
実
行
委
員
会
、
「
大
島

の
会
」
の
事
務
局
長
ら
が
連
帯
の

挨
拶
を
し
ま
し
た
。

憲
法
違
反
の
戦
争
法
案
は
廃
案
に
！

「
砂
町
の
会
」
が
商
店
街
を
パ
レ
ー
ド

島
洋
子
さ
ん
の
講
演
要
旨

南
砂
２
丁
目
団
地
で
、

９
条
署
名
に
５
２
１
筆



１
９
２
３
年
9
月
１
日
に
発
生

し
た
関
東
大
震
災
の
混
乱
に
乗
じ

た
天
皇
制
権
力
は
、
被
災
者
救
援

に
と
り
く
ん
で
い
た
川
合
義
虎
共

産
主
義
青
年
同
盟
初
代
委
員
長

（
現
民
主
青
年
同
盟
）
ら
労
働
運

動
や
社
会
主
義
運
動
の
活
動
家
10

名
を
亀
戸
警
察
に
投
獄
、
そ
の
日

の
う
ち
に
習
志
野
連
隊
に
よ
っ
て

虐
殺
さ
れ
た
事
件
で
す
。
こ
れ
は

日
本
の
近
代
史
に
拭
い
き
れ
な
い

汚
点
を
残
す
権
力
犯
罪
で
し
た
。

そ
の
後
、
治
安
維
持
法
制
定
で

国
民
の
目
や
耳
、
口
を
封
じ
、
満

州
事
変
に
突
入
し
ま
し
た
。

日
本
民
青
同
盟
小
山
農
副
委
員

長
は
「
多
く
の
青
年
が
、
自
衛
隊

と
米
軍
が
一
体
に
な
り
海
外
で
た

た
か
う
戦
争
法
案
に
対
し
て
、
絶

対
反
対
と
声
を
あ
げ
国
会
包
囲
の

行
動
に
立
ち
上
が
り
、
列
島
を
つ

つ
む
大
き
な
う
ね
り
に
な
っ
て
い

る
。
社
会
進
歩
と
平
和
に
命
を
さ

さ
げ
た
先
輩
達
に
心
か
ら
の
敬
意

を
表
し
、
伝
統
を
守
り
希
望
あ
る

未
来
め
ざ
し
頑
張
る
」
と
決
意
を

表
明
し
ま
し
た
。

追
悼
会
に
は
、
あ
ぜ
上
三
和
子

都
議
、
治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家

賠
償
要
求
同
盟
な
ど
か
ら
、
戦
争

法
廃
案
め
ざ
す
決
意
を
込
め
た
追

悼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

追
悼
会
後
、
全
員
で
亀
戸
事
件

犠
牲
者
追
悼
碑
に
献
花
し
ま
し
た
。

９
月
５
日
午
後
５
時
か
ら
の
パ

レ
ー
ド
は
、
「
戦
争
法
案
ぶ
っ
潰

せ

江
東
行
動
実
行
委
員
会
」
が

呼
び
か
け
た
７
月
25
日
に
続
く
第

２
弾
。

パ
レ
ー
ド
ス
タ
ー
ト
前
の
集
会

で
は
代
表
呼
び
か
け
人
の
一
人
、

宇
都
宮
健
児
弁
護
士
が
「
主
権
者

は
国
民
。
江
東
区
か
ら
も
主
権
者

と
し
て
の
声
を
あ
げ
、
戦
争
法
案

廃
案
の
声
を
区
民
に
届
け
よ
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。
あ
ぜ
上
三
和
子

都
議
も
「
国
会
の
会
期
末
ま
で
３

週
間
。
国
民
が
声
を
あ
げ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
声
を
束
ね
て
戦
争

法
案
を
廃
案
に
」
と
強
調

し
ま
し
た
。
マ
マ
の
会
、

辺
野
古
の
基
地
に
反
対
の

女
性
船
長
か
ら
も
ス
ピ
ー

チ
が
あ
り
ま
し
た
。

「
大
空
襲
を
体
験
し
た

江
東
区
民
は
戦
争
法
案
に

反
対
し
ま
す
」
と
大
書
し

た
ラ
イ
ト
ブ
ル
ー
の
横
断
幕
を
先

頭
に
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
子
ど
も
連

れ
か
ら
80
代
の
女
性
ま
で
４
２
０

人
以
上
の
参
加
者
は
、
東
陽
公
園

を
ス
タ
ー
ト
し
「
９
条
壊
す
な
！
」

「
戦
争

NO
！
」
「
若
者
を
戦
場
に

送
る
な
」
「
憲
法
改
悪
反
対
」

「
ア
ベ
政
治
を
許
さ
な
い
」
な
ど

思
い
思
い
の
プ
ラ
カ
ー
ド
や
の
ぼ

り
旗
を
掲
げ
な
が
ら
、
元
気
よ
く

永
代
通
り
を
門
前
仲
町
ま
で
歩
き

ま
し
た
。
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９

月

６
日

、

亀
戸

赤

門
浄

心

寺
で

開

か
れ

た

第

92
回

亀
戸

事

件

追

悼

会

は

戦
争

法

廃
案

め

ざ

す
決

意

を

込
め

た

追
悼

の

言

葉
が

述

べ

ら

れ

ま

し
た

。

追
悼

会

に
は

76
名
が

参
加

し

ま
し

た

。

概説

関
根
正
二
「群
像
」

（48）

「米騒動と江東」

1918(大正７)年まで続く大戦で、民衆
は物価高にあえいでいました。物価を押

し上げたのは米価でした。深川正米市場

では、1917年に１石（150キロ）あたり16
円だったのが、18年10月には44円超（2.7
倍）の急騰です。

米価高騰は米不足のためではなく、ロ

シア革命へ干渉する1918年8月のシベリア

出兵をあてこんだ、米商人の買い占めに

よるものでした。深川で憎しみの的になっ

たのは、佐賀の「鈴弁」こと、外米商鈴

木弁蔵です。1918年７月、富山県の漁村
の主婦たちから始まった米騒動は、たち

まち全国（368市町村70万人）にひろがり
ました。

東京では、8月13日夜、1,500人が日比
谷公園に集まり、その一部は深川の米穀

取引所へむかいました。深川の警察は永

代橋に警戒線をしき、軍隊や在郷軍人会

は取引所に出動しました。深川にむかっ

た民衆は、洲崎行き市電を破壊したりし

ますが、永代橋を渡ることができず、高

橋の貧民たちも石をもって佐賀町にむか

いますが、警官隊に阻まれてしまいまし

た。「佐賀町はめちゃめちゃ」「鈴弁の

倉庫が一番ひどかった」などの噂が伝わ

りましたが、深川では、結局、なんの騒

動にもなりませんでした。

米騒動の翌19年６月６日、鈴木弁蔵が
新潟の信濃川べりで、トランクに詰めら

れて殺されているのが発見されました。

捜査の結果、犯人は農商務省の外米管理

首席技師山田憲と判明。この２人は、米

騒動の当時、結託して巨利を手中にした

汚職の相棒でしたが、仲違いから殺人事

件に発展したものです。米騒動では軍隊

や警察に守られて無事だった鈴弁も、利

益の分け前で対立し、仲間に殺害された

のです。

米騒動の年、富岡八幡の祭礼は延期さ

れました。

深川の八幡の祭り延びけらし

街のかざりを取りゐる真昼 (古泉千樫 )

亀戸事件92周年追悼会

決意を述べる日本民主青年同盟小山副委員長

東
陽

町
か
ら
門
前
仲

町
ま
で
区
民

に
ア
ピ
ー
ル

江東・大島の会

ぶっ潰せ江東行動実行委員会

８.30 戦争法案廃案 国会周辺に１２万人

パレードする参加者たち

☆

行

事

日

程

☆

○
10
月
３
日（
土
）13
時
30
分
〜

亀
戸
事
件
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク梅

屋
敷

集

合○
10
月
８
日（
木
）13
時
15
分
〜

江
東
区
職
労
第
64
回
定
期
大
会

砂
町
文
化
セ
ン
タ
ー

○
10
月
15
日（
木
）10
時
30
分
〜

年
金
「お
し
ゃ
べ
り
会
」総

合
区
民
セ
ン
タ
ー

○
10
月
24
日（
土
）18
時
30
分
〜

【
訂
正
】
８
月
号
１
面
の
砂
町
の

会
結
成
総
会
の
写
真
説
明
は
講
演

で
は
な
く
司
会
者
挨
拶
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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